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第２ 事業の状況 

１．業績等の概要 

以下、令和 3年度及び令和 4年度の各勘定別の損益状況等について記載しております。 

 

(1) 一般勘定 

一般勘定では、福祉医療貸付事業、福祉医療経営指導事業、福祉保健医療情報サービス事業及び社会福祉振興

助成事業の 4事業を実施しております。 

令和 4年度の経常収益は福祉医療貸付金利息等の自己収入の他、運営費交付金や利子補給金、助成費補助金等

の国からの財源措置により 37,832 百万円、経常費用は財政融資資金の借入れにかかる支払利息等により 58,728

百万円となったこと等から、当期総損失は 20,698 百万円となっております。 
なお、この当期総損失は、通則法第 44 条第 2項の規定に基づき繰越欠損金として整理しております。 
 

＜損益計算書の要旨＞                                       （単位：百万円） 

費用の部 収益の部 

科目 令和 3年度 令和 4年度 科目 令和 3年度 令和 4年度 

経常費用 

 福祉医療貸付業務費 

 経営指導業務費 

福祉保健医療情報ｻｰﾋﾞｽ業務費 

社会福祉振興助成業務費 

 一般管理費 

 雑損 

62,486 

59,412 

475 

949 

810 

837 

1 

58,728 

54,724 

448 

1,167 

1,456 

929 

2 

経常収益 

 運営費交付金収益 

 福祉医療貸付事業収入 

 経営指導事業収入 

 福祉保健医療情報ｻｰﾋﾞｽ事業収入 

 社会福祉振興助成事業収入 

 補助金等収益 

 寄附金収益 

 資産見返運営費交付金戻入 

 資産見返補助金等戻入 

 賞与引当金見返に係る収益 

 退職給付引当金見返に係る収益 

 雑益 

40,547 

1,612 

33,915 

21 

3 

11 

3,988 

147 

432 

86 

154 

167 

6 

37,832 

390 

32,405 

29 

6 

12 

3,896 

202 

359 

88 

158 

277 

6 

 

当期純利益又は当期純損失 

当期総利益又は当期総損失 

 

△21,939 

△21,939 

 

△20,698 

△20,698 

臨時利益 
 

0 197 

 

(2) 共済勘定 

令和 4年度の経常収益は 119,649 百万円であり、経常費用は 124,298 百万円となっております。この他、法令

に基づく引当金等に係る臨時損失 42 百万円、臨時利益 6,629 百万円を計上し、当期総利益は 1,964 百万円とな

っております。 
なお、この当期総利益は、通則法第 44 条第 1項の規定に基づき積立金として整理しております。 

 

＜損益計算書の要旨＞                                       （単位：百万円） 

費用の部 収益の部 

科目 令和 3年度 令和 4年度 科目 令和 3年度 令和 4年度 

経常費用 

 退職手当共済業務費 

 一般管理費 
 雑損 

115,738 

115,640 

97 

- 
 

124,298 

124,190 

108 

0 

経常収益 

 運営費交付金収益 

 退職手当共済事業収入 

 補助金等収益 

 財源措置予定額収益 

 資産見返運営費交付金戻入 

 賞与引当金見返に係る収益 

 退職給付引当金見返に係る収益 

 雑益 

117,841 

589 

66,708 

50,488 

- 

32 

15 

6 

0 

119,649 

597 

67,629 

51,121 

233 

16 

16 

33 

0 

臨時損失 

当期純利益又は当期純損失 

前中期目標期間繰越積立金取崩額 

当期総利益又は当期総損失 

3,233 

3 

- 

3 

42 

1,937 

27 

1,964 

臨時利益 

 
 

1,133 

 
 

6,629 
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(3) 保険勘定 

令和 4年度の経常収益は 19,579 百万円、経常費用は 22,372 百万円となっております。この他、法令に基づく

引当金等に係る臨時損失 6,696 百万円を計上し、当期総損失は 9,489 百万円となっております。 
なお、この当期総損失は、通則法第 44 条第 2項の規定に基づき繰越欠損金として整理しております。 

 

＜損益計算書の要旨＞                                      （単位：百万円） 

費用の部 収益の部 

科目 令和 3年度 令和 4年度 科目 令和 3年度 令和 4年度 

経常費用 

 心身障害者扶養保険業務費 

 一般管理費 

 雑損 
 

21,835 

21,804 

31 

- 

22,372 

22,346 

25 

0  

経常収益 

 運営費交付金収益 

 心身障害者扶養保険事業収入 

 資産見返運営費交付金戻入 

 賞与引当金見返に係る収益 

 退職給付引当金見返に係る収益 

 雑益 

20,523 

90 

20,393 

0 

5 

33 

0 

19,579 

 91 
 19,474 

 1 
 5 
 6 
0 

臨時損失 

当期純利益又は当期純損失 

当期総利益又は当期総損失 

- 

1,881 

1,881 

6,696 

△9,489 

△9,489 

臨時利益 
 

3,194 - 

 

(4) 承継債権管理回収勘定 

令和 4年度の経常収益は 8,442 百万円、経常費用は 1,108 百万円となっております。この他、貸倒引当金戻入

益等により臨時利益 54 百万円計上し、当期総利益は 7,388 百万円となっております。 

なお、この当期総利益は、通則法第 44 条第 1 項の規定に基づき積立金として整理を行った後、令和 5 年 7 月

31 日に機構法附則第 5 条の 2 第 9 項及び同法施行令附則第 5 条の 2 第 2 項及び第 5 項の規定に基づき、その全

額を国庫納付しております。 

 

  ＜損益計算書の要旨＞                                  （単位：百万円） 

費用の部 収益の部 

科目 令和 3年度 令和 4年度 科目 令和 3年度 令和 4年度 

経常費用 

 承継債権管理回収業務費 

 一般管理費 

 雑損 

1,176 

1,081 

94 
- 

1,108 

1,011 

97 
0 

経常収益 

 承継債権管理回収業務収入 

 資産見返運営費交付金戻入 

 財務収益 

 雑益 

10,151 

10,149 

1 

0 

1 

8,442 

8,439 

1 

0 

0 

 

当期純利益又は当期純損失 

当期総利益又は当期総損失 

 

9,038 

9,038 

 

7,388 

7,388 

臨時利益 

 
 

63 

 
 

54 

 
 

 

(5) 年金担保債権管理回収勘定 

令和 4年度の経常収益は、年金担保債権管理回収業務収入等により 629 百万円、経常費用は業務委託費等によ

り 421 百万円を計上し、当期総利益は 211 百万円となっております。 
なお、この当期総利益は、通則法第 44 条第 1項の規定に基づき積立金として整理しております。 

 
＜損益計算書の要旨＞                                       （単位：百万円） 

費用の部 収益の部 

科目 令和 3年度 令和 4年度 科目 令和 3年度 令和 4年度 

経常費用 

 年金担保債権管理回収業務費 

 一般管理費 

 雑損 

867 

808 

59 

- 

421 

373 

48 

0 

経常収益 

 年 金 担 保 債 権 管 理 回 収 業 務 収 入 

 資産見返運営費交付金戻入 

 雑益 

897 

868 

0 

29 

629 

607 

0 

22 

 

当期純利益又は当期純損失 

前中期目標期間繰越積立金取崩額 

当期総利益又は当期総損失 

 

29 

2 

32 

 

210 

1 

211 

臨時利益 

 

 
 

- 

 

 
 

2 
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(6) 労災年金担保債権管理回収勘定 

令和 4 年度の経常収益は 12.7 百万円、経常費用は 9.1 百万円を計上し、当期総利益は 3.6 百万円となってお

ります。 

なお、この当期総利益は、通則法第 44 条第 1項の規定に基づき積立金として整理しております。 

 

＜損益計算書の要旨＞                                      （単位：百万円） 

費用の部 収益の部 

科目 令和 3年度 令和 4年度 科目 令和 3年度 令和 4年度 

経常費用 

 労災年金担保債権管理回収業務費 

 一般管理費 

 雑損 

16.5 

14.7 

1.7 

- 

9.1 

7.6 

1.4 

0 

経常収益 

 労 災 年金 担保 債権 管理 回収 業務 収入 

 資産見返運営費交付金戻入 

 雑益 

17.4 

15.9 

0.0 

1.4 

12.7 

11.3 

0.0 

1.3 

 

当期純利益又は当期純損失 

前中期目標期間繰越積立金取崩額 

当期総利益又は当期総損失 

 

0.9 

0.0 

0.9 

 

3.5 

0.0 

3.6 

臨時利益 

 

 
 

- 

 

 
 

0.0 

 

 
 

 

 

(7) 一時金支払等勘定 

令和 4年度の経常収益及び経常費用は 232 百万円を計上し、損益均衡となっております。 

 

＜損益計算書の要旨＞                                     （単位：百万円） 

費用の部 収益の部 

科目 令和 3年度 令和 4年度 科目 令和 3年度 令和 4年度 

経常費用 

 一時金支払等業務費 

 一般管理費 

321 

309 

12 

232 

223 

9 

経常収益 

 補助金等収益 

 資産見返補助金等戻入 

 雑益 

321 

321 

0 

0 

232 

231 

0 

0 

当期純利益又は当期純損失 

当期総利益又は当期総損失 

 

- 

- 

 

- 

- 

   

    
 
(8) 補償金支払等勘定 

令和 4年度の経常収益及び経常費用は 557 百万円を計上し、損益均衡となっております。 
 
  ＜損益計算書の要旨＞                                    （単位：百万円） 

費用の部 収益の部 

科目 令和 3年度 令和 4年度 科目 令和 3年度 令和 4年度 

経常費用 

 補償金支払等業務費 

 一般管理費 

1,117 

1,100 

16 

557 

552 

4 

経常収益 

 補助金等収益 

 資産見返補助金等戻入 

 雑益 

1,117 

1,117 

0 

0 

557 

557 

0 

0 

当期純利益又は当期純損失 

当期総利益又は当期総損失 

- 

- 

- 

- 
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２．将来展望と対処すべき課題 

急速な少子・高齢化に伴う本格的な人口減少社会の中で、このまま人口減少が進行した場合、将来的な経済規模

の縮小や生活水準の低下、社会保障の負担増など、各種制度維持に深刻な影響をもたらすことが懸念されておりま

す。福祉・医療を巡る環境においては、少子高齢化等の進行に伴う待機児童問題、特養待機者問題及び医療需要の

増大や国の計画に基づき整備された福祉施設等の老朽化への対応のほか、人口減少社会の進行等に伴う福祉サービ

ス提供に係る課題の複合化・複雑化や地域のつながりの希薄化、デジタル技術の活用による福祉・医療事業者の業

務の省力化・効率化、これらに対応する社会資源の一元的かつ正確な情報提供など喫緊の課題が数多く存在してお

り、これらの諸課題に対して、政府では各分野における施策が進められております。 

 保育・介護の分野においては、子育てや介護をしながら仕事を続けることができる社会をつくるため、増大する

保育・介護のニーズに対応したサービス基盤の確保や、求められる保育・介護サービスを提供するための人材の確

保に向けて必要な施策の推進が求められております。「高齢社会対策大綱」では、2020年代初頭までに約50万人分

の介護の受け皿の整備、ロボット介護機器の市場規模拡大などによる先進技術の活用促進、「新子育て安心プラ

ン」では、待機児童の解消を目指すとともに、女性の就業率の上昇に対応するため、令和6年度末までに約14万人

分の保育の受け皿の整備といった具体的な施策が掲げられているところです。 

 医療の分野においては、将来の医療の必要量を踏まえた医療機能の分化・連携を進め、限られた医療資源の適正

な配分を図ることにより、増大する医療サービスの需要に対応する地域医療提供体制を構築するため、都道府県に

おいては、高度急性期、急性期、回復期、慢性期の医療機能ごとに各地域の 2025 年の医療需要と病床の必要量を推

計する地域医療構想の策定を完了しており、政府においては「経済財政運営と改革の基本方針 2022（令和 4年 6月

7日閣議決定）」で、今後の医療ニーズや人口動態の変化、コロナ禍で顕在化した課題を踏まえ、質の高い医療を効

率的に提供できる体制を構築するため、機能分化と連携を一層重視した医療・介護提供体制等の国民目線での改革

を進めることや、かかりつけ医機能が発揮される制度整備を行うとともに、地域医療連携推進法人の有効活用、都

道府県の責務の明確化等に関し必要な法制上の措置を含め地域医療構想を推進することなどが掲げられております。 

当機構としては、こうした増大かつ多様化するニーズに対応して、それぞれの政策の実現を推進する政策金融機

関としてますます重要となる役割を果たすべく、特別養護老人ホーム、小規模・多機能型サービス拠点、地域密着

型サービス拠点、障害者の自立支援に配慮したサービス基盤、保育所等の福祉施設や病院、診療所等の医療施設に

対する融資や経営指導、NPO 等への助成、サービス利用者等への福祉・保健・医療情報の情報提供など多種多様な事

業を的確に推進するとともに、以下のような主要な課題に着実かつ適切に対処していく所存です。 

 

(1) 効率的かつ効果的な業務運営体制の整備 

国の政策や福祉医療に係る事業経営環境が変化する中で、福祉医療に係る事業の健全な発展を総合的に支援す

るため、組織編成、人員配置、人事評価制度、職員研修等の業務運営体制について、継続的に見直しを行ってい

くとともに、多岐にわたる事業を実施している当機構の特長や専門性を活かしつつ、業務間の連携を強化するこ

とにより、業務の効率的な運営を図って参ります。 
 

(2) 内部統制の充実 

平成 26 年 4月 1日より金融検査マニュアルに準拠したガバナンス態勢を構築・運用しております。 

具体的には、内部統制基本方針を定め、理事長のもと当機構の内部統制全体を審議するガバナンス委員会を設

置し、そのもとで、金融検査マニュアルを参考に、 
・ 法令等遵守 
・ 各リスク管理（統合的リスク、信用リスク、市場リスク、流動性リスク、システムリスク、事務リスク等） 
・ 顧客保護等 
などのそれぞれの統括管理責任部門を定め、その役割（モニタリング・報告態勢等）を明確にし、必要な内部

規程等を整備しております。また、ガバナンス委員会や監査によるモニタリングを通じて内部統制の仕組みが有

効に機能しているか点検・検証を行い、その結果を踏まえて、当該仕組みが有効に機能するよう見直しを行って

おります。 

これらの態勢を適正に運用することにより、当機構の組織規模及び事務・事業の特性を踏まえた内部統制の更

なる充実を図って参ります。 

 

(3) 業務・システムの効率化と情報化の推進 

情報化統括責任者（CIO）及び情報化統括責任者（CIO）補佐官を中心に、業務の効率的な実施を支援するた

め、導入システムにおけるシステム構成及び調達方法の見直しを適切に行うことにより、システムコストの削
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減、システム調達における透明性の確保及び業務運営の合理化を行い、利用者の利便性向上及び政府の方針を

踏まえた情報セキュリティ対策を実施しつつ、情報システムの整備及び当機構が行う事業・業務の情報化を計

画的かつ合理的に進めることで、情報化推進体制の強化を図って参ります。 

 

(4) 災害の被災者に対する迅速な対応 

東日本大震災、平成 28 年熊本地震等の激甚災害により被災した社会福祉施設、医療施設等の復旧を支援する

ため、一定期間無利子や融資率を 100%とする等の優遇措置を講じるとともに、旧債務に係る積極的な条件変更

（償還期間の延長、金利の見直し等）、災害復旧のための新規貸付条件の更なる緩和（償還期間及び据置期間の

延長、無担保貸付額の拡充等）を講じており、今後も引き続き被災地の復旧・復興を支援して参ります。 

 

３．事業等のリスク 

(1) 国等の政策及び関与に伴うリスク 

当機構は、国の政策・指針等に即して地方公共団体が策定する整備計画等に基づく社会福祉施設等の計画的整

備や、質の高い効率的な医療を提供するための医療制度改革に即した医療提供体制の構築を支援するなど、国の

福祉政策及び医療政策と連携を図り、社会福祉の増進や医療の普及の向上等を実現するため、政府と一体となっ

て事業を推進しております。従って、これらの国等の政策及び関与に伴い事業等に影響を受けることがあります。 

      

(2) 国等の政策評価等に伴うリスク 

当機構は、通則法第 32 条及び第 35 条等により、各事業年度における業務の実績について主務大臣の評価を受

けなければならないとされております。また、主務大臣は、中期目標の期間の終了時までに、当機構の業務を継

続させる必要性、組織の在り方その他その組織及び業務の全般にわたる検討を行い、その結果に基づき、所要の

措置を講ずるものとされております。 

 

(3) 当機構における貸付事業について 

① 信用リスクについて 

貸付先の財務状況の悪化等により、貸付債権の価値が減少又は消失することで、債権の回収が不可能又は困

難となり、損失を被る可能性があります。 

そのため、当該債権の早期把握に努め、必要に応じて再建計画策定の指導及び整理・回収を行うとともに、

自己査定を踏まえた償却・引当を適切に実施するなど、信用リスク管理の取組みを推進しています。 

（ア）一般勘定 

一般勘定における貸付金は、貸付先である社会福祉及び医療の関連事業者等が経営困難に陥った場合、将来的

に貸倒損失によって処理される可能性があるため事業収支を悪化させるリスクがありますが、当機構は適切な

債権管理に努めるとともに延滞債権の回収とその発生額の減少に努めております。 

（イ）年金担保債権管理回収勘定 

年金担保管理回収業務においては、貸付金の回収にあたり年金支給機関からの年金支給時に直接回収を行って

おります。当該貸付は、債務者の死亡や年金受給権の失権等により貸倒リスクが発生する可能性がありますが、

借入者の多くが利用する公益財団法人年金融資福祉サービス協会※による信用保証制度によってその貸倒リス

クは軽減されております。なお、当該管理回収業務においても一般勘定における貸付事業と同様にリスク管理

債権の発生減少に努めていくこととしております。 

（ウ）労災年金担保債権管理回収勘定 

労災年金担保管理回収業務においても、貸付金の回収にあたり厚生労働省からの年金支給時に直接回収を行っ

ております。当該貸付は、債務者の死亡や年金受給権の失権等により貸倒リスクが発生する可能性があります

が、平成 16 年度から年金担保管理回収業務同様、公益財団法人年金融資福祉サービス協会による信用保証制

度によってその貸倒リスクは軽減されております。なお、当該管理回収業務においても年金担保管理回収業務

と同様にリスク管理債権の発生減少に努めていくこととしております。 

※ 公益財団法人年金融資福祉サービス協会 

年金担保貸付における信用保証制度で、厚生年金保険等の年金受給者が年金担保小口資金を借り受ける

ときに、個人の連帯保証人に代わり、協会が連帯保証人を引き受ける事業を行っております。なお、令

和 4年度における貸付利用者のうち 100.0%（年金担保貸付 100.0%、労災年金担保貸付 100.00%）が当制

度を利用しております。 
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＜貸付事業における債権分類について＞ 

一般勘定においては、平成 10 年度から従来の延滞債権額に加え、民間金融機関の基準に準じて、リスク管理債権の

区分等を開示しております。また、年金担保債権管理回収勘定においては平成 13 年度から、労災年金担保債権管理回

収勘定においては平成 16 年度から、それぞれ業務の開始に伴い開示しております。 

 

（一般勘定）                                      （単位：百万円） 

区       分 令和 3年度 令和 4年度 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権  (A) 17,574 25,590 

危険債権 (B) 25,767 28,881 

三月以上延滞債権 (C) 178 1,332 

貸出条件緩和債権  (D) 179,680 200,814 

小計＝(A)＋(B)＋(C)＋(D) (E) 223,200 256,617 

正常債権 (F) 5,040,298 5,078,682 

合計＝(E)+(F) (G) 5,263,499 5,335,299 

比率 (E)／(G)  4.24％ 4.81％ 

 

（承継債権管理回収勘定）                               （単位：百万円） 

区       分  令和 3年度 令和 4年度 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権   (A) 6,919 6,297 

危険債権   (B) 458 366 

三月以上延滞債権   (C) 1,479 1,534 

貸出条件緩和債権   (D) 8,271 6,426 

合計＝(A)＋(B)＋(C)＋(D)   (E) 17,129 14,625 

正常債権    (F) 236,939 195,933 

合計＝(E)+(F)   (G) 254,069 210,558 

比率 (E)／(G)  6.74％ 6.95％ 

 

（年金担保債権管理回収勘定）                             （単位：百万円） 

区       分 令和 3年度 令和 4年度 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権  (A) 71 47 

危険債権 (B) 6 4 

三月以上延滞債権 (C) 2 2 

貸出条件緩和債権  (D) - - 

小計＝(A)＋(B)＋(C)＋(D) (E) 80 54 

正常債権 (F) 31,545 13,177 

合計＝(E)+(F) (G) 31,625 13,232 

比率 (E)／(G)  0.25％ 0.41％ 

 

（労災年金担保債権管理回収勘定）                           （単位：百万円） 

区       分  令和 3年度 令和 4年度 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権  (A) 0 1 

危険債権 （B） 0 - 

三月以上延滞債権  (C) - - 

貸出条件緩和債権  (D) - - 

小計＝(A)＋(B)＋(C)＋(D) (E) 1 1 

正常債権 (F) 790 327 

合計＝(E)+(F) (G) 792 328 

比率 (E)／(G)  0.18％ 0.44％ 

 

注１） 区分の定義は、以下のとおりです。 

（A）破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生

手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及

びこれらに準ずる債権をいう。 

（B）危険債権 危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営

成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能
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性の高い債権（(A)に掲げるものを除く。）をいう。 

（C）三月以上延滞債権 三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から三月以上

遅延している貸出金（(A)及び(B)に掲げる貸出金に該当するものを除く。）をい

う。 

（D）貸出条件緩和債権 貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金

利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利と

なる取り決めを行った貸出金（(A)から(C)までに掲げる貸出金に該当するものを

除く。）をいう。 

（F）正常債権 正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、（A）

から(D)までに掲げる債権以外のものに区分される債権をいう。 

注２）一般勘定における総貸付残高(F)には、以下の貸付受入金が含まれております。 

・令和 3年度貸付受入金   40,536 百万円 

・令和 4年度貸付受入金  36,661 百万円 

 

注３）承継債権管理回収勘定 

（１）総貸付残高（F）には、以下の仮受金が含まれております。 

・令和 3年度仮受金                   527 百万円 

・令和 4年度仮受金                   524 百万円 

（２）債権質により転借人から回収している債権については、当該転貸債権の状況により判断しており、当該

転貸債権の正常債権については、リスク管理債権に含めておりません。 

・令和 3年度                                     597 百万円 

・令和 4年度                                      488 百万円 

（３）リスク管理債権のうち、金融機関の保証で全額回収が見込まれる債権があり、当該債権額とその額を除

いた比率は以下のとおりです。 

・令和 3年度                                  10,450 百万円    2.63% 

・令和 4年度                                    8,754 百万円    2.79% 

注４）金額の百万円未満は、切り捨て表示しております。 

 

＜貸出金の自己査定について＞ 

当機構における令和 4年度末における貸出金の資産内容につきましては次のとおりです。 

（一般勘定）        （単位：件、百万円） 

区 分 債務者区分 貸付先数 貸付金残高 

一般債権 

正常先 20,501  3,314,160 

要注意先 17,599 1,927,503 

要管理先以外 16,951 1,674,414 

要管理先 648 253,088 

計 38,100 5,241,664 

貸倒懸念債権 破綻懸念先 105 28,881 

破産更生債権等 
実質破綻先 144 13,432 

破綻先 91 12,156 

計 235 25,589 

合    計 38,440 5,296,135 

（承継債権管理回収勘定）       （単位：件、百万円） 

区 分 債務者区分 貸付先数 貸付金残高 

一般債権 

正常先 37,809 88,006 

要注意先 48,484 115,799 

要管理先以外 33,856 87,058 

要管理先 14,628 28,741 

計 86,293 203,806 

貸倒懸念債権 破綻懸念先 60 172 

破産更生債権等 
実質破綻先 410 1,917 

破綻先 1,475 4,385 

計 1,885 6,303 

合    計 88,238 210,282 



51 
 

（年金担保債権管理回収勘定）       （単位：件、百万円） 

区 分 債務者区分 貸付先数 貸付金残高 

一般債権 

正常先 61,629 13,126 

要注意先 44 10 

要管理先以外 36 7 

要管理先 8 2 

計 61,673 13,136 

貸倒懸念債権 破綻懸念先 16 4 

破産更生債権等 
実質破綻先 7 3 

破綻先 191 44 

計 214 51 

合    計 61,887 13,187 

（労災年金担保管理回収勘定）                  （単位：件、百万円） 

区 分 債務者区分 貸付先数 貸付金残高 

一般債権 

正常先 1,027 326 

要注意先 1 0 

要管理先以外 1 0 

要管理先 0 0 

計 1,028 326 

貸倒懸念債権 破綻懸念先 0 0 

破産更生債権等 
実質破綻先 1 0 

破綻先 5 0 

計 6 1 

合    計 1,034 327 

注１）債務者区分は以下のとおりです。 

・正常先 ：業況が良好であり、かつ、財務内容にも特段の問題がない債務者をいう。 

・要注意先 

 

：金利減免・棚上げを行っているなど貸出条件に問題のある債務者、元本返済、もしくは利息

支払いが事実上延滞しているなど履行状況に問題がある債務者の他、業況が低調ないし不安

定な債務者または財務内容に問題があるなど今後の管理に注意を要する債務者をいう。 

・要管理先以外 ：要注意先のうち要管理先以外の債務者をいう。 

・要管理先 ：要注意先に対する債権のうち三月以上延滞債権（元金又は利息の支払が、約定支払日の翌日

を起算日として三月以上延滞している貸出債権）及び貸出条件緩和債権（経済的困難に陥っ

た債務者の再建又は支援を図り、当該債権の回収を促進すること等を目的に、債務者に有利

な一定の譲歩を与える約定条件の改定等を行った貸出債権）となっている債務者をいう。 

・破綻懸念先 ：現状、経営破綻の状況にはないが、経営難の状態にあり、経営改善計画等の進捗状況が芳し

くなく、今後、経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者をいう。 

・実質破綻先 ：法的・形式的な経営破綻の事実は発生していないものの、深刻な経営難の状態にあり、再建

の見通しがない状況にあると認められる等実質的に経営破綻に陥っている債務者をいう。 

・破綻先 ：破産、清算、会社更生、民事再生又は手形交換所の取引停止処分等、法的・形式的な経営破

綻の事実が発生している債務者をいう。 

注２）一般勘定における貸付金残高は、貸付受入金残高 40,536 百万円を控除したものです。 

注３）承継債権管理回収勘定における貸付先数は、貸付件数を計上しております。 

注４）金額の百万円未満は、切り捨て表示しております。 

 
② 市場リスクについて 

社会経済状況の変化及び金利を始めとする様々な市場のリスク・ファクターの変動により、資産・負債の価値

が変動し、損失を被る可能性があります。 

（ア）金利リスク等について 

当機構における貸付事業は、調達期間と貸付期間が一致していないものがあること、また金利スワップ等のリス

クヘッジを行っていないことから、金利リスクが発生しております。これらの金利リスクは、当機構が負ってお

ります。 

また、当機構の一般勘定の貸付金は長期かつ低利であることから、金利低下局面において繰上償還が生じるリス

クがありますが、任意の繰上償還に際して所定の弁済補償金を徴収する弁済補償金制度を導入することで、再運

用リスクの軽減を図っております。 
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このように、金利動向により当機構の貸付事業が一定の影響を受ける可能性がありますが、これら貸付事業にお

いて生じる損失については、予算措置により受け入れる利子補給金により補てんされております。 

なお、当機構では、資産・負債を総合的に管理する観点から、金利リスクの把握・分析に努めており、デュレー

ション分析、マチュリティラダー分析等の手法を活用しております。 

 

 

＜令和 4年度 一般勘定における貸付事業の運用サイドと調達サイド各要素＞ 

運用サイド（貸付金） 調達サイド（借入金・債券） 

  ○貸付金残高    ●借入金等残高  

福祉貸付 26,189 億円 財政融資資金借入金 48,782 億円 

医療貸付 27,139 億円 債券（財投機関債） 2,300 億円 

  計 53,328 億円 貸付受入金相当分  367 億円 

        計                51,449 億円 

 （貸付金償還方法）  （財政融資資金借入金償還方法） 

福祉貸付   元金均等年 2回償還（利息も同じ） 

・元金均等毎月償還（利息も同じ）  （債券償還方法） 

医療貸付 満期一括償還（利息年 2回） 

・元金または元利均等、毎月または 3か

月賦償還 

（利息も同じ） 

 

  ○貸付平均利回り   ●借入金等平均利回り 

福祉貸付 0.70％ 財政融資資金借入金 0.50％ 

医療貸付 0.53％ 民間借入金（短期）             0.12％ 

   計 0.61％   債券（財投機関債）         0.60％ 

        計 0.50％ 

  ○貸付平均残余年数   ●借入金等平均残余年数    

福祉貸付 17.33 年 財政融資資金借入金 16.32 年 

医療貸付 15.18 年 債券（財投機関債） 4.84 年 

計 16.24 年       計 15.81 年 

  ○当初平均貸付期間   ●当初平均借入等期間 

福祉貸付 22.47 年 財政融資資金借入金 22.71 年 

医療貸付 24.35 年 債券（財投機関債） 10.00 年 

  計 23.38 年       計 22.05 年 

  ○デュレーション                         ●デュレーション 

8.66 年 8.60 年 
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 ③ 流動性リスクについて 

市場環境変化及び想定外の貸付実行や回収遅延等により、必要な資金確保が困難になり、資金繰りがつかな

くなる場合や、通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされることで、損失を被る可能性がありま

す。 

 

(4) 承継年金住宅融資等債権管理回収業務について 

承継年金住宅融資等債権管理回収業務は、機構法附則第 5条の 2の規定により、年金資金運用基金が行ってい

た年金住宅融資等債権の管理・回収業務を、当機構が平成 18 年 4月 1日に承継したものです。 

当該業務については新たな貸付けを行っておりません。また、承継した債権については、貸付先の財務状況等

の把握及び分析、担保物件及び保証機関又は保証人の保証履行能力の評価等を適時行うことにより、適切な債権

管理・回収を行っております。 

なお、今後、貸倒れによる損失等により繰越欠損金が発生した場合は、欠損金相当額を出資金から減額する仕

組みとなっておりますので、新たな負担が発生する等のリスクはございません。 

 

４．経営上の重要な契約等 

当機構の経営に際して重要な契約等はありません。 

 

５．研究開発活動 

当機構において研究開発活動は行っておりません。 
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６．財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 

(1) 貸借対照表について 

法人全体の資産は、5兆 6,277 億円となっております。これを各勘定別に見ますと、一般勘定の 5兆 2,377 億

円が全体の 93.07%を、また、承継債権管理回収勘定の 2,415 億円が 4.29%を占めております。 

その資産の主なものは長期貸付金となっており、一般勘定においては 5兆 2,961 億円を、また、承継債権管理

回収勘定で 2,097 億円を計上しており、それぞれ資産全体の 94.10%、3.72%を占めております。 

一方、負債については一般勘定の 5 兆 1,174 億円が全体の 97.22%を占めており、その大半が福祉医療貸付事

業の財源となる借入金等となっております。 

 

＜各勘定別の財政状態＞        （単位：百万円） 

区分 資産の部 
負債純資産合計 

負債の部 純資産の部  

一般勘定 5,237,762 5,117,475 120,286 5,237,762 

共済勘定 50,538 48,507 2,031 50,538 

保険勘定 69,575 69,631 △56 69,575 

承継債権管理回収勘定 241,554 1,030 240,523 241,554 

年金担保債権管理回収勘定 13,590 12,863 727 13,590 

労災年金担保債権管理回収勘定 887 27 859 887 

一時金支払等勘定 8,316 8,316 - 8,316 

補償金支払等勘定 5,523 5,523 - 5,523 

法人全体 5,627,748 5,263,377 364,371 5,627,748 

 

(2) 行政コスト計算書について 

法人全体の行政コストは 214,468 百万円となっておりますが、その大半を占める共済勘定の行政コスト

124,341 百万円のうち 123,555 百万円は、退職手当共済事業において支給している社会福祉施設等の職員の方々

への退職手当給付金となっております。その他、一般勘定の行政コスト 58,728 百万円のうち 25,575 百万円は、

福祉医療貸付事業における福祉、医療施設への融資の財源に係る借入金利息等となっております。 

 

                     （単位：百万円） 

区分 
行政コスト 

損益計算書上の費用 その他行政コスト  

一般勘定 58,728 0 58,728 

共済勘定 124,341 - 124,341 

保険勘定 29,068 - 29,068 

承継債権管理回収勘定 1,108 - 1,108 

年金担保債権管理回収勘定 421 - 421 

労災年金担保債権管理回収勘定 9 - 9 

一時金支払等勘定 232 - 232 

補償金支払等勘定 557 - 557 

法人全体 214,468 0 214,468 

 

 

 (3) 損益計算書について 

法人全体の経常収益は 1,869 億円となっております。勘定別では、共済勘定の 1,196 億円が全体の 64.00%、

一般勘定の 378 億円が 20.23%、保険勘定の 195 億円が 10.47%をそれぞれが占めております。 

一方、経常費用は法人全体で 2,077 億円であり、共済勘定の 1,242 億円が全体の 59.83%を、一般勘定の 587 億

円が 28.27%を占めております。 

法人全体の当期総損失は 206 億円となっており、一般勘定の当期総損失 206 億円、保険勘定の当期総損失 94

億円、承継債権管理回収勘定の当期総利益 73 億円、が大半を占めております。 

なお、当機構では機構法第 15 条、機構法附則第 5 条の 2 第 5 項及び第 5 条の 3 第 2 項並びに第 5 条の 5 第 2

項に基づき区分経理することとなっております。各勘定別の詳細につきましては、本説明書 44～46 ページの「発

行者情報の部 第 2 事業の状況 1.業績等の概要」をご参照ください。 
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   ＜各勘定別の経営成績＞         （単位：百万円） 

区分 経常収益 経常費用 
経常利益 

又は経常損失 
臨時利益 臨時損失 

前中期目標期間 

繰越積立金取崩額 

当期総利益 

又は当期総損失 

一般勘定 37,832 58,728 △20,895 197 - - △20,698 

共済勘定 119,649 124,298 △4,649 6,629 42 27 1,964 

保険勘定 19,579  22,372 △2,792 - 6,696 - △9,489 

承継債権管理

回収勘定 
8,442 1,108 7,333 54 - - 7,388 

年金担保債権 

管理回収勘定 
629 421  207 2 - 1 211  

労災年金担保

債 権 管 理 回 収 勘 定 
12 9 3 0 - 0 3 

一時金 

支払等勘定 
232 232 - - - - - 

補償金 

支払等勘定 
557 557 - - - - - 

法人全体 186,936 207,728 △20,792 6,883 6,739 28 △20,619 

 

(4) 純資産変動計算書について 
機構法附則第 5 条の 2 第 8 項に基づく国庫納付（承継債権管理回収勘定）及び独立行政法人通則法第 46 条の

2第 1項に基づく国庫納付（労災年金担保債権管理回収勘定）により資本金が 479 億円減少したこと及び繰越欠

損金 206 億円を計上したことから、法人全体の純資産額は 3,643 億円となっております。 
（単位：百万円） 

区分 資本金 資本剰余金 利益剰余金 評価・換算差額等 純資産合計 

当期首残高 442,500 △798 280 - 441,982 

当期変動額 △47,923 △0 △29,686 - △77,610 

当期末残高 394,576 △798 △29,406 - 364,371 

 
(5) キャッシュ・フロー計算書について 

法人全体の業務活動によるキャッシュ･フローは 644 億円の支出、投資活動によるキャッシュ・フローは 73億

円の支出、財務活動によるキャッシュ･フローは 539 億円の収入となっております。その結果、資金減少額が 178

億円となり、資金期末残高は 891 億円となっております。 

 （単位：百万円） 

区分 
業務活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

資金増加額 

又は資金減少額 
資金期首残高 資金期末残高 

一般勘定 △71,064 △1,356 73,551 1,131 5,940 7,072 

共済勘定 △4,061 △113 △16 △4,191 54,070 49,878 

保険勘定 △2,368 2,370 △3 △1 41 39 

承継債権管理

回収勘定 
△5,018 △8,244 △21 △13,283 30,722 17,439 

年金担保債権 

管理回収勘定 
18,419 △8 △18,391 20 302 322 

労災年金担保

債 権 管 理 回 収 勘 定 
461 △0 △1,138 △677 1,235 558 

一時金 

支払等勘定 
△246 △2 △2 △250 8,558 8,308 

補償金 

支払等勘定 
△602 △2 △2 △606 6,122 5,515 

法人全体 △64,479 △7,355 53,974  △17,861 106,995 89,134 
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(6) 令和 5 年度財政投融資対象事業に関する政策コスト分析について 

令和 5年度政策コスト分析結果は下記のとおりです。 

なお、政策コスト分析では、令和 5年度財政投融資対象事業である一般勘定（福祉医療貸付事業）についての

分析がなされております。分析は、令和 6年度以降は新規事業を行わない、将来にわたる補助金等の総額を現在

の価値として評価する（割引現在価値額）、出資金等の機会費用をコストとして計上する等、一定の前提のもと

に行われております。 

 

区   分 政策コスト 分析期間 

一般勘定（福祉医療貸付事業） △157 億円 37 年間 

 
なお、当該分析の詳細につきましては財務省ホームページで公表されております。 
○財務省ホームページ https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/fiscal_system_council/sub-

of_filp/report/zaitoa20230731/11.pdf 

 

(7) 令和 4 年度業務実績の大臣評価等について 

①令和 4年度業務実績の大臣評価結果 

当機構は、通則法第 32 条に基づき、各事業年度における業務の実績について、主務大臣の業績評価を受けて

おります。以下は、当機構の令和 4事業年度業務実績の評価結果（令和 5年 8月 25 日付）を要約したもので

す。なお、評価結果の全文につきましては、当機構ホームページ及び厚生労働省ホームページで公表されており

ます。 

○令和 3年度業務実績全般の評価 

項目別評定は 15 項目中、Ａが４項目、Ｂが 11 項目であり、うち重要度「高」であるものはＡが４項

目であった。 

全体の評定を引き下げる事象はなかったことから、「Ｂ」評価とする。 

福祉医療貸付事業は、3つの指標の達成度平均は 144.0%となり、国の福祉医療政策等に沿った政策融資

が、非常に効果的かつ効率的に行われていることを総合的に勘案し、「Ａ」評価とする。 

福祉医療経営指導事業は、新型コロナウイルス感染症の影響により WEB 開催となったセミナーを除く 3

指標の達成度平均は 151.6%となっている。また、定性面においても、代替措置としてオンラインセミナー

を配信して多くのログイン数を得ていること、リサーチレポートの作成及び公表等により有益な情報を幅

広く提供していること、機構が保有するノウハウを有効活用した個々の法人等に対する経営診断や、行政

機関向けに経営セミナー・経営分析業務を行うなど多岐にわたる取組みを実施し、官民問わず有益な情報

を提供していることを総合的に勘案し、「Ａ」評価とする。 

社会福祉振興助成事業は、定量的な目標を達成していることに加え、継続して評価手法の改善や優良事

例の周知に努め、また助成事業を通じて助成団体内外に対して波及する効果を上げているなど、効果的な

助成ができており、所期の目標を達成していると認められるため、「Ｂ」評価とする。 

退職手当共済事業は、2つの指標の達成度平均は 143.9%となっていること、幅広い手法による制度周知

により事業の増進に繋がる取組をしていること、さらには新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中、

共済契約者等に寄り添う対策を引き続き講じていること等を総合的に勘案し「Ａ」評価とする。 

心身障害者扶養保険事業は、国、地方公共団体及び関係団体等との連携・協力による周知・広報活動を

15 回行い、定量的な指標の目標値を上回るなど、所期の目標を達成していると認められるため、「Ｂ」評

価とする。 

福祉保健医療情報サービス事業（ＷＡＭ ＮＥＴ事業）は、2つの指標の達成度平均は 182.3%を達成して

いること、ＷＡＭ ＮＥＴ利用者を対象としたアンケート調査では満足度が 98.2％と評価が高いこと、独

立行政法人という公的な主体が運営する信用力を活かし、福祉保健医療関連の各種情報を幅広く総合的に

提供するとともに、利用者の利便性向上が図られていることを総合的に勘案し、「Ａ」評価とする。 

年金担保債権管理回収業務及び労災年金担保債権管理回収業務は、令和 4年 4月の最終貸付実行まで、

関係団体と連携・協力し、利用者や受託金融機関の窓口における特段の混乱等が生じることのない運用を

確保するなど、所期の目標を達成していると認められるため、「Ｂ」評価とする。 

承継年金住宅融資等債権管理回収業務は、当該業務の終了を見据えた具体的な検討を進めるなど、所期

の目標を達成していると認められるため、「Ｂ」評価とする。 

一時金支払等業務及び補償金支払等業務は、毎月確実に支払いを完了するなど、支払業務を適切かつ迅

速に実施しており、所期の目標を達成していると認められるため、「Ｂ」評価とする。 

業務・システムの効率化と情報化の推進については、業務の効率化に向けた各種システムの改修及び整

備に取り組んでいること、各種研修による情報システムや情報セキュリティに関する知識の習得、職員の

ICT リテラシーの向上を図るなど、業務・システムの効率化と情報化の進展に機動的かつ的確に対応して
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おり、所期の目標を達成していると認められるため、「Ｂ」評価とする。 

経費の節減については、令和 4年度における一般管理費及び業務経費の節減率に係る目標を達成し、事

務の効率化及び経費の節減に努めており、所期の目標を達成していると認められるため、「Ｂ」評価とす

る。 
運営費交付金以外の収入の確保等については、債券発行による資金調達及び不要財産の国庫納付につい

て、円滑かつ適切に行われており、所期の目標を達成していると認められるため、「Ｂ」評価とする。 

効率的かつ効果的な業務運営体制の整備については、組織としての迅速かつ的確な意思決定、情報の共

有化及び問題意識の統一を徹底するとともに、時勢に応じた組織体制の見直し・強化、事業間の連携によ

る効率的な業務運営の実施など、組織全体として効率的かつ効果的な業務運営体制の整備に取り組んでお

り、所期の目標を達成していると認められるため、「Ｂ」評価とする。 

内部統制の充実については、内部統制の充実及び情報セキュリティ対策の強化に積極的に取り組んでお

り、所期の目標を達成していると認められるため、「Ｂ」評価とする。 

人事に関する事項については、ワーク・ライフ・バランスの推進や研修制度の充実に努めており、時勢

に沿った人事施策の改善充実を図るなど、所期の目標を達成していると認められるため、「Ｂ」評価とす

る。 

 

②中期目標期間の業務実績の評価結果 

当機構の第 4期中期目標期間は令和 4年度が最終年度であることから、通則法第 32 条に基づき、主務大臣よ

り、中期目標期間における評価を受けております。以下は、当機構の第四期中期目標期間における業務の実績に

関する評価結果（令和 5年 8月 25 日付）を要約したものです。なお、評価結果の全文につきましては、当機構

ホームページ及び厚生労働省ホームページで公表されております。 

○中期目標期間における業務実績全般の評価 

 

項目別評定は 15 項目中、Ａが 4項目、Ｂが 11 項目であり、うち重要度「高」であるものはＡが４項

目であった。 

全体の評定を引き下げる事象はなかったことから、厚生労働省独立行政法人評価実施要領に定める総

合評定の評価基準に基づき算出した結果、Ｂとした。 

 

項目別評定については、概ね令和4年度業務実績評価と同内容となっている。 

 

 

○当機構ホームページ 

・令和 4年度業務実績評価結果、中期目標期間の業務実績評価結果 

https://www.wam.go.jp/hp/koukai-tabid-63/koukai-jisseki-tabid-118/ 

○厚生労働省ホームページ 

・令和 4年度業務実績評価結果、中期目標期間の業務実績評価結果 

https://www.mhlw.go.jp/wp/seisaku/dokuritu/seisaku-hyouka.html 

  

第３ 設備の状況 

１．設備投資等の概要 

令和 4年度における主要な設備等への支出実績は特にありません。 

 

２．主要な設備の状況 

（令和 5年 3月 31 日現在） 

 （単位：百万円）

内  容 所 在 地 
建  物 構 築 物 

車両･ 

運搬具 

工具器具 

備品 
土      地 合  計 

帳簿価格 帳簿価格 帳簿価格 帳簿価格 面  積 帳簿価格 帳簿価格 

事務所等 
東京都 

港区他 
5 - 5 568 - - 579 
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３．設備の新設・除却等の計画 

令和 5年度の主要な設備等への支出計画は特にありません。 
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第４ 発行者の状況 

１．資本金残高の推移 

当機構における資本金残高の推移は、以下のとおりです。  
                                         （単位：百万円） 

区分 平成 30 年度末 令和元年度末 令和 2年度末 令和 3年度末 令和 4年度末 

一般勘定 21,787 21,787 58,694 160,604 160,604 

共済勘定 - - - - - 

保険勘定 - - - - - 

承継債権管理回収勘定※1 468,879 395,404 333,671 279,920 233,135 

年金担保債権管理回収勘定 - - - - - 

労災年金担保債権管理回収勘定※2 3,666 3,114 2,589 1,974 836 

一時金支払等勘定※3  - - - - 

補償金支払等勘定※4  - - - - 

法人全体 494,334 420,307 394,956 442,500 394,576 

※1 承継債権管理回収勘定における政府出資金については、年金積立金管理運用独立行政法人法（平成 16 年法律

第 105 号）附則第 3 条第 1 項の規定に基づき、平成 18 年 4 月 1 日に承継された年金住宅融資等の貸付債権額

見合いとして出資されております。 

また、回収された元金を国庫に納付すること等に伴い、政府出資金は機構法に基づき減額することとなってお

ります。 

なお、令和 4 年度においては、元金及び積立金の合計 55,823 百万円を国庫納付し、このうち元金見合い分の

46,784 百万円について政府出資金を減少させております。 

※2 労災年金担保債権管理回収勘定については、平成 30 年 10 月 30 日付会計検査院からの意見表示を踏まえ、当

該事業の実績及び今後の事業規模を考慮するなどして真に必要となる政府出資金の額を厚生労働省と検討し

たうえ、当該事業に係る政府出資金相当額の一部について、将来にわたり事業を確実に実施するうえで必要が

なくなったと判断し、令和 4年 12 月 15 日に国庫納付するとともに、同日付で政府出資金を 1,138 百万円減少

させております。 

※3 一時金支払等勘定については、平成 31 年 4月 24 日付で勘定を設置しております。 

※4 補償金支払等勘定については、令和元年 11 月 22 日付で勘定を設置しております。 
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２．役員の状況 

役職名 
氏名 

理事の担当業務 
任 期 略   歴 

理事長 松
まつ

 縄
なわ

  正
ただし

 

自 令和 5年 4月 1日 

至 令和 10 年 3月 31 日 

独立行政法人福祉医療機構理事 

理事 

榎
えの

 本
もと

 健
けん

 太
た

 郎
ろう

 
総務部、企画管理部 

情報事業部、年金業務部 

 

自 令和 5年 10月 1日 

至 令和 7年 9月 30 日 

厚生労働省大臣官房付 

理事 

佐
さ

 藤
とう

  肇
はじめ

 
上席推進役、福祉医療貸付部 

経営サポートセンター 

大阪支店 

自 令和 5年 10月 1日 

至 令和 7年 9月 30 日 

独立行政法人福祉医療機構上席推進役 

理事 

嶋
しま

 倉
くら

 泰
たい

 造
ぞう

 
経理部、顧客業務部 

共済部、保険・支払業務部 

 

自 令和 5年 10月 1日 

至 令和 7年 9月 30 日 

東京海上日動火災保険株式会社理事 兼 

東京海上ディーアール株式会社代表取締役社長 

監事 砂
すな

 田
だ

 晃
こう

 一
いち

 

自 令和 5年 7月 1日 

至 令和 9年度の財務諸表 

承認日 

明治安田生命保険相互会社調査部審議役 

監事 
（非常勤） 片

かた

 桐
ぎり

 春
はる

 美
み

 

自 令和 5年 7月 1日 

至 令和 9年度の財務諸表 

承認日 

片桐春美公認会計士事務所代表 

 

３．コーポレート・ガバナンスの状況 

(1) コーポレート・ガバナンスに関する基本的な体制 

当機構は、機構法第 3条に基づき、社会福祉事業施設及び病院、診療所等の設置等に必要な資金の融通並びに

これらの施設に関する経営指導、社会福祉事業に関する必要な助成、社会福祉施設職員等退職手当共済制度の運

営、心身障害者扶養保険事業等を行い、もって福祉の増進並びに医療の普及及び向上を図ることを目的として設

立された独立行政法人であり、厚生労働大臣及び内閣総理大臣を主務大臣とし、機構法その他の関係法令等に基

づき業務運営を行っております。 

また、当機構の業務実績に関する評価については主務大臣が評価を実施し、決定しております。 

当機構と主務官庁又は外部との関係等につきましては、本説明書 11～12 ページの「発行者情報の部 第 1 発

行者の概況 3.事業の内容 (5)日本政府との関係について」をご参照ください。 
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(2) 内部管理等の体制 

①  役員による運営 
当機構は、理事長及び理事等により構成される役員会や経営企画会議において、業務運営の基本方針等に関する

審議や経営の企画及び管理に係る重要事項に関し協議を行っているほか、平成 26 年度より設置されたガバナン

ス委員会において、コンプライアンス態勢、リスク管理態勢及び顧客保護等管理態勢を継続的に充実させ、経営

の公正性及び透明性を高めるための審議等を行っております。  
②  監事による監査 

監事は、当機構の業務及び会計に関する監査を行っております。また、監事は、役員が不正の行為をし、もしく

は当該行為をするおそれがあると認めるとき、又は通則法等に違反する事実もしくは不当な事実があるときは、

遅滞なく、その旨を理事長及び主務大臣に報告しなければなりません。 
③  内部監査 

理事長は、当機構の業務運営が規程等を遵守し、適正かつ効率的になされているかについて、職員に命じ内部監

査を行っております。 
④ 会計監査人による監査 

当機構は、通則法第 38 条第 2項及び第 39 条により会計監査人により財務諸表、事業報告書（会計に関する部分

に限る。）及び決算報告書の監査を受けており、このように監査を受けた財務諸表を作成・公表することで、当

機構の会計処理に係る透明性の向上に努めております。 

 

  


